＜座間味島＞
　周囲２３．２㎞　面積６．６６㎢　人口６１１人

　沖縄本島の西方約４０kmに位置する慶良間（けらま）諸島のほぼ中心にある島で、後慶良間とも呼ばれていた。周辺には美しいサンゴ礁に覆われた大小の島が点在し、透明度が高くさまざまな表情をみせる海として初心者からベテランまで多くのダイバーが訪れる。また、冬にはザトウクジラの群れが姿を現し、ホエールウォッチングの島としても注目を集めている。太平洋戦争の末期、米軍最初の上陸地にもなり、沖縄戦の悲劇を経験している島でもある。

＜古座間味ビーチ＞
　座間味港から東へ約１ｋｍのところにある座間味島を代表するビーチ。目が痛いほどの真っ白な砂浜が約１．５kmも続くリゾートビーチだ。長いビーチには日光浴、シュノーケリンク、ダイビングの練習をするなど人さまざま。海中はビーチ近くまでサンゴ礁で覆われているので、シュノーケリングにはぴったり。海底の砂地からニョキニョキと生えているサンゴの林のなかを熱帯魚が悠々と泳いでいる。

＜高月山＞
座間味集落の北側にある標高137ｍの山。遊歩道が整備された山頂にある展望台公園からは慶良間内海に点在する島々などが遠望でき、まるで絵はがきをいるようだ。港から徒歩２０分

＜慶良間海洋文化館＞
座間味の海洋交通の歴史や慶良間諸島の漁業、唐船と慶良間人などのテーマごとに資料や民具を展示している民俗資料館。港から徒歩５分。

＜神浜展望台＞
座間味島の西端、女瀬の崎の高台にある展望台。1990年ホエールウォッチングのために作られた。

